　駐車場に係る規定等について

（１）駐車場の分類と規定の概要

　　　Ａ　構造による分類

　　　　　駐車場を構造により大別すると、自動車を直接運転して車室に収容する自走式と機械を

　　　　用いて自動車を車室に収容する機械式に分類されます。

　　　　　自走式：平面式、立体式

　　　　　機械式：垂直循環方式、多層循環方式、水平循環方式、エレベーター方式、

　　　　　　　　　エレベータースライド方式、平面往復方式、二段方式、多段方式、

◇【自走式】
　　■平面式

　　　地表面に駐車場を構成する方式で、青空駐車場と屋根のある（建築物）駐車場にわけられる。

　　■立体式

　　　構造物の内部や屋上に設けられる方式で、各層にわたる場合は、各層にスロープで結ぶものである。

◇【機械式】
　　■垂直循環方式

　　　垂直面内に配置された多数の般器が循環移動する方式である。

■多層循環方式

　多数の般器を２層以上に配置して循環移動させる方式で垂直循環方式を横にしたもの。

■水平循環方式
　多数の般器を２列またはそれ以上に配置してそれぞれ連結し、循環移動する方式ある。

■エレベーター方式

　自動車用のエレベーターを使って車を目的の階まで移動し、収容する方式である。

■エレベータースライド方式

　エレベーター方式と同様の構成によるが、この方法は、自動車用エレベーターのかごが昇降移動すれだけでなく水平方向も移動する。

■平面往復方式

　平面的に車を搬送して収納する方式で、一般的にはジグソーパズルのような格納方式である。

■二段式・多段式

　駐車室を２段またはそれ以上にして利用する方法で、昇降式、昇降横行式がある。
　　　

　　　B　運用形態による分類

　　　　 車を止める施設には、大きく分けて駐車場と車庫があります。駐車場には一時的に車を止める場所であり、車庫は継続的に車を保管する場所です。

　　　　　駐車場の運営形態には、目的によって、次の５つに分類できます。また、駐車場の設置や運営については、駐車場法もしくは車庫法により規制がかかります。

　◇専用駐車場
　　　店舗、事務所、学校などの職員や施設の利用者が専用で利用する施設

　◇附置義務駐車場（駐車場法）

　　　一定規模以上の建築物について、地方公共団体が条例で設置を義務付けた自動車の駐車のた

めの施設

　
　◇一時預かり駐車場（駐車場法）

　　　駐車時間に応じて料金を支払うことにより誰もが利用できる施設
◇月極駐車場（車庫法）

　　月単位で契約することにより専用で自動車を保管する施設

◇併用駐車場（駐車場法・車庫法）

　　月極駐車場と一時預かり駐車場を併用する施設

◇駐車場法による規程
　　自動車の駐車のための施設で、誰もが利用できる一般公共の用に供する部分のうち、駐車の

　用に供する部分の面積が５００㎡以上の駐車場に適用されます。（専用駐車場や月極駐車場には

　適用されません。）

　　駐車場法が適用される駐車場の構造及び設備は、駐車場法施行令の技術的基準を満たさなければなりません。なお、駐車料金を徴収する場合は、駐車場法により路外駐車場設置届（第１２条）と管理規程届（第１３条）を届け出なければなりません。

　　駐車場法施行令の技術的基準については、「４．駐車場に関する構造設備基準の解説」を参照してください。

自動車の保管場所の確保等に関する法律（車庫法）による規定
　　法第３条により、自動車の保有者は、道路上の場所以外の場所に、自動車の保管場所を確保しなければなりません。保管場所として認められるには、政令で定める要件がありますので、

　詳細については、所轄の警察署にお問い合わせください。
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